
え 

【
主
な
内
容
】 

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応 

・
高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
施
設

で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
集
団
検
査
支
援 

・
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用 

・
緊
急
雇
用
創
出
事
業 

・
市
内
小
売
店
等
の
感
染
防
止
対

策
支
援 

・
学
校
や
公
共
施
設
の
感
染
防
止

対
策
支
援 

・
商
業
者
・
市
民
支
援
の
、
か
め

お
か
応
援
ク
ー
ポ
ン
第
２
弾 

◇
防
災
・
減
災
の
た
め
の
事
業 

・
道
路
新
設
改
良
事
業
・
街
路
事

業 

・
学
校
の
大
規
模
改
修 

・
体
育
館
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
な

ど
の
耐
震
化
、
天
井
照
明
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
な
ど
の
整
備
（
本
梅
小
・
保

津
小
・
亀
岡
中
・
別
院
中
） 

 

※

45

の
事
業
は
令
和
３
年
度
に

ま
た
が
っ
て
実
施 

◎
評
価
で
き
る
こ
と 

◇
子
ど
も
宅
食
事
業 

※
希
望
に
応
じ
て
、
支
援
が
必
要
な

お
子
さ
ん
に
、
定
期
的
に
食
材
や
食

品
を
届
け
て
、
様
子
を
確
認
す
る 

◇
環
境
先
進
都
市
推
進
事
業 

※
河
川
漂
着
ご
み
調
査
、
拠
点
施
設

設
計
、
代
替
袋
補
助
、
リ
ユ
ー
ス
食

●
評
価
で
き
な
い
こ
と 

◆
削
ら
れ
て
い
る
く
ら
し
応
援
の

諸
事
業
の
復
活
を
求
め
た
が
却
下 

◆
か
ね
て
か
ら
指
摘
し
て
い
る
、
人

権
団
体
や
施
設
へ
不
必
要
不
明
瞭

な
支
出
が
あ
る 

◆
市
民
に
寄
り
添
っ
た
生
活
保
護

行
政
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
な
い 

◆
住
民
合
意
の
な
い
新
火
葬
場
予

定
地
へ
の
予
算
支
出 

◆
消
防
指
令
の
広
域
化
を
含
む
中

部
広
域
消
防
組
合
へ
の
負
担
金 

今
こ
そ
「
市
民
が
主
人
公
」
で 

３
月
議
会
を
終
え
て 

●
困
っ
て
い
る
市
民
は
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る 

感
染
症
を
め
ぐ
る
健
康
の
不
安
、
暮
ら
し
や
営
業
の

困
難
な
ど
、
共
産
党
議
員
団
に
寄
せ
ら
れ
た
切
実
な
願

い
や
要
望
を
も
と
に
３
月
議
会
の
一
般
質
問
、
委
員

会
・
予
算
審
査
に
臨
み
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
声
に
心
を

寄
せ
て
、
納
め
ら
れ
た
税
金
を
ど
う
使
う
の
か
？ 

今

こ
そ
一
人
一
人
の
市
民
が
大
切
に
さ
れ
る
市
政
で
あ
る

べ
き
だ
と
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
市
は
「
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
」
と
宣
言
し
、
予
算
の
多
く
は
市
民

福
祉
の
増
進
の
た
め
に
使
わ
れ
る
も
の
で
す
が
、
本
当

に
困
っ
て
い
る
人
を
見
捨
て
な
い
施
策
の
充
実
が
も
っ

と
必
要
で
す
。
と
り
わ
け
、
こ
の
間
、
生
活
保
護
行
政

に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
し
、
要
望
や
提
案
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
亀
岡
市
が
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
か
ね
な

い
事
例
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
議
員
団
は
、
真

に
一
人
一
人
が
大
切
に
さ
れ
る
市
政
に
な
る
よ
う
、
こ

れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
全
力
を
あ
げ
ま
す
。 

●
み
な
さ
ん
の
声
は
政
治
を
動
か
し
て
い
る 

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
要
望
は
、
少
し

ず
つ
実
現
し
て
い
ま
す
。
感
染
症
対
策
と
し
て
、
福
祉

施
設
等
の
集
団
検
査
へ
の
助
成
、
小
売
店
等
の
測
定
器

購
入
等
補
助
が
実
現
し
、
貧
困
か
ら
子
ど
も
を
守
る
宅

食
事
業
や
、
就
学
援
助
金
の
口
座
振
込
も
今
年
度
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
世
界
の
人
々
の
願
い
で
も
あ
り
、

共
産
党
議
員
団
も
か
ね
て
か
ら
求
め
て
き
た
、
核
兵
器

禁
止
条
約
の
批
准
に
つ
い
て
は
市
長
の
積
極
的
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ
い
て
も
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
後
も
、
一
人
一
人
の
市
民
の
声
が
市
政
に
生
き
る

亀
岡
市
に
な
る
よ
う
、
ご
い
っ
し
ょ
に
力
を
合
わ
せ
て

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
忌
憚
な
い
ご
意
見
ご
要

望
、
遠
慮
な
い
お
声
か
け
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

日
本
共
産
党
亀
岡
市
議
会
議
員
団 

６
月
議
会
一
般
質
問
は
２
面
へ
→ 
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共
産
党
議
員
団
は
、

３
月
議
会
で
、
市
民
の
皆

様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
願

い
を
実
現
す
る
市
政
め

ざ
し
、
一
般
質
問
で
市

長
の
姿
勢
を
問
い
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
係
る
事
業
を
含

む
令
和
２
年
度
補
正
予

算
、
令
和
３
年
度
予
算

を
審
査
し
ま
し
た
。 

共
産
党
議
員
団
は
、
感
染
拡
大

が
懸
念
さ
れ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
と
し
て
、

12

月
議
会
以
降
に
、
感
染
対
策
や

医
療
支
援
、
市
民
・
事
業
者
支
援

（
第
５
次
）、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
の
提
案
（
第
６
次
）、
大
規
模

検
査
の
実
施
（
第
７
次
）
等
の
緊

急
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
訪
問
介
護
員
な
ど
へ
の
検
査

の
拡
充
に
つ
い
て
口
頭
で
要
請
し

ま
し
た
。
市
長
は
「
誠
実
に
対
応
・

検
討
す
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

器
導
入
補
助
な
ど
の
諸
取
組 

◇
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
等
感
染
症
対
策 

※
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
学
校
や
市
役
所

な
ど
公
共
施
設
の
感
染
防
止
対
策 

◇
公
共
交
通
の
充
実 

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
、
バ
ス
交

通
運
行
の
充
実 

◇
学
校
の
施
設
整
備 

※
大
規
模
改
修
、
ト
イ
レ
洋
式
化
等 



 

《
並
河
》
高
齢
者
施
設
や
作
業
所
な
ど
で
、

社
会
的
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
べ
き
で

は
。
個
別
接
種
と
集
団
接
種
の
具
体
的
な

実
施
方
法
や
相
談
窓
口
は
ど
う
か
。 

《
市
長
》 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
要
す
る
経
費
な

ど
の
助
成
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。
個
別

接
種
を
基
本
と
し
、
集
団
接
種
は
運
動
公

園
小
体
育
館
で
日
曜
日
実
施
予
定
。
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
を
設
け
対
応
し
て
い
く
。 

《
並
河
》 

Ｊ
Ｒ
並
河
駅
の
大
井
踏
切
は
歩

道
部
分
が
な
く
危
険
。
改
善
を
す
べ
き
。 

《
部
長
》
危
険
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

現
在
実
施
し
て
い
る
並
河
停
車
場
線
の

整
備
を
優
先
に
進
め
る
こ
と
で
踏
切
を

渡
る
自
動
車
通
過
交
通
量
を
減
少
さ
せ
、

安
全
対
策
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。 

《
並
河
》 

就
学
援
助
費
の
支
払
い
は
保
護

者
が
学
校
ま
で
出
向
い
て
支
給
と
な
っ

て
い
る
が
改
善
す
べ
き
。 

 

《
部
長
》 

医
療
費
を
除
い
て
本
年
度
よ
り

就
学
援
助
費
は
保
護
者
の
口
座
に
振
り

込
み
と
す
る
。 

市
民
の
命
や
暮
ら
し
を

守
る
市
政
に 

並
河 

あ
い
子 

 
 
 

 

 

【
質
問
を
終
え
て
】 

 

コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
で
、
市
民
の
暮

ら
し
や
地
元
商
工
業
者
等
に
大
き
な
影

響
が
出
て
お
り
、
一
日
も
早
い
収
束
が

の
ぞ
ま
れ
ま
す
。
要
望
し
て
い
た
高
齢

者
施
設
や
作
業
所
な
ど
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
一
部
助
成
が
実
現
し
ま
し
た
が
、

社
会
的
検
査
を
市
民
に
も
広
げ
る
べ
き

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
困
っ
て
い
る
市
民

の
願
い
に
寄
り
添
っ
た
相
談
に
も
力
を

入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

《
三
上
》 

プ
ラ
ご
み
ゼ
ロ
や
脱
炭
素
へ
の

行
程
は
。
市
民
へ
の
地
道
な
働
き
か
け
と

協
働
の
取
り
組
み
が
足
り
な
い
の
で
は
。 

《
市
長
》 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
削
減
、
マ
イ
ボ

ト
ル
持
参
の
普
及
を
皮
切
り
に
、
企
業
や

近
隣
自
治
体
と
の
連
携
に
よ
り
多
種
多

様
な
事
業
を
行
う
。
指
摘
の
通
り
、
市
民

に
た
い
し
て
の
働
き
か
け
を
強
め
た
い
。 

《
三
上
》 

市
民
に
寄
り
添
っ
た
丁
寧
な
職

員
の
対
応
が
で
き
て
い
る
か
。
と
り
わ
け

生
活
保
護
は
冷
た
い
と
い
う
声
を
聞
く
。 

《
部
長
》
今
後
も
接
遇
研
修
等
を
通
じ
て
、

市
民
に
寄
り
添
う
応
を
心
が
け
た
い
。
丁

寧
に
対
応
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
責
務
。

疑
義
や
市
民
か
ら
の
意
見
が
あ
れ
ば
、
何

な
り
と
相
談
い
た
だ
き
た
い
。 

《
三
上
》 

子
ど
も
の
権
利
条
例
に
基
づ
く

諸
取
り
組
み
は
、
他
市
の
先
行
事
例
に
学

び
、
児
童
福
祉
だ
け
で
な
く
学
校
教
育
で

も
充
実
さ
せ
る
べ
き
で
は
。 

《
部
長
》 

学
校
教
育
や
社
会
教
育
で
も
子

ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
浸
透
さ
せ
た
い
。

就
学
援
助
費
は
保
護
者
の
口
座
に
振
り

込
み
と
す
る
。 

市
民
に
寄
り
添
い
協
働

す
る
市
政
に 

三
上 

き
よ
し 

 
 
 

 

 

【
質
問
を
終
え
て
】 

 

市
が
先
駆
的
に
事
業
を
進
め
る
こ
と

も
必
要
で
す
が
、
市
民
の
思
い
を
大
切

に
受
け
と
め
な
が
ら
、
共
に
歩
む
姿
勢

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
質
問
の
最
後
に
、

市
長
公
用
車
が
水
素
自
動
車
に
な
る
こ

と
も
環
境
教
育
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
が
、
そ
れ
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
の

教
室
の
老
朽
化
し
た
石
油
ス
ト
ー
ブ
も

エ
ア
コ
ン
使
用
に
切
り
替
え
ら
れ
る
よ

う
予
算
の
充
実
を
訴
え
ま
し
た
。 

《
田
中
》 

国
連
で
採
択
さ
れ
た
核
兵
器
禁

止
条
約
が
発
効
し
た
。
核
兵
器
の
非
人
道

性
と
核
兵
器
全
面
禁
止
、
廃
絶
を
訴
え
続

け
て
こ
ら
れ
た
広
島
・
長
崎
の
被
爆
者
を

は
じ
め
、
各
国
と
市
民
社
会
の
力
の
歴
史

的
な
結
果
だ
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。 

《
市
長
》 

本
条
約
の
発
効
は
、
核
兵
器
の

な
い
世
界
の
実
現
に
向
け
た
、
歴
史
的
に

も
大
き
な
一
歩
で
あ
る
と
考
え
る
。 

《
田
中
》 

日
本
政
府
は
、
核
保
有
国
と
非

保
有
国
の
橋
渡
し
を
す
る
と
言
う
が
、
実

際
は
、
核
保
有
国
の
代
弁
者
の
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
の
日

本
こ
そ
が
署
名
・
批
准
す
べ
き
だ
。 

《
市
長
》 

世
界
連
邦
・
非
核
平
和
都
市
宣

言
し
て
い
る
本
市
と
し
て
、
政
府
が
条
約

に
署
名
・
批
准
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
大

変
残
念
で
あ
る
。 

《
田
中
》
市
長
と
し
て
、
政
府
に
署
名
・
批

准
を
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

《
市
長
》
平
和
首
長
会
議
加
盟
自
治
体
と
連

携
し
、
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。 

核
兵
器
禁
止
条
約
の
批

准
・
署
名
を 

田
中 

ゆ
た
か 

 
 
 

 

 

【
質
問
を
終
え
て
】 

 

ビ
キ
ニ
環
礁
で
の
ア
メ
リ
カ
の
水
爆

実
験
で
被
爆
し
た
久
保
山
愛
吉
さ
ん
は

「
原
水
爆
の
犠
牲
者
は
私
を
最
後
に
し

て
ほ
し
い
」
と
遺
言
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
願
い
を
実
現
す
る
こ
と
が
、
今
を
生

き
る
私
た
ち
の
責
務
で
あ
る
と
強
く
思

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
宮
前
町
に
計

画
さ
れ
て
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
計

画
、
政
府
が
米
価
と
米
の
需
給
調
整
に

対
す
る
責
任
を
放
棄
し
て
い
る
問
題
等

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。 

●
レ
ジ
袋
条
例
の
運
用
に
市
民
の
意
見
を 

《
長
澤
》 
①
今
後
の
課
題
に
市
民
や
事
業
者
の
意
見
を
汲

む
機
会
を
設
け
る
べ
き
だ
。
②
個
別
の
意
見
や
団
体
で

集
約
し
た
意
見
を
本
市
か
ら
積
極
的
に
聴
く
べ
き
だ
。 

《
市
長
》 

①
環
境
先
進
都
市
亀
岡
協
議
会
や
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
で
意
見
を
伺
い
検
討
す
る
。
②
事
業
者
が
要
望
を

持
っ
て
く
れ
ば
、
協
議
も
し
、
丁
寧
に
進
め
て
い
く
。 

●
商
業
振
興
に
需
要
喚
起
と
資
金
支
援
を 

《
長
澤
》
コ
ロ
ナ
禍
対
策
と
商
業
振
興
の
た
め
に
需
要
喚

起
に
よ
る
成
長
促
進
と
と
も
に
、
国
や
府
の
施
策
も
勘

案
し
つ
つ
底
上
げ
の
資
金
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

《
市
長
》
国
や
府
で
資
金
貸
付
や
時
短
協
力
金
等
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
本
市
も
一
定
の
補
助
を
検
討
す
る
が
、

対
策
の
漏
れ
て
い
る
部
分
は
国
や
府
に
要
望
し
た
い
。 

●
市
民
に
寄
り
添
う
生
活
保
護
の
施
策
を 

《
長
澤
》 

最
近
３
か
年
度
の
生
活
保
護
に
つ
い
て
は
、
相

談
５
８
３
件
、
申
請
２
３
９
件
、
決
定
２
１
９
件
（
議

会
答
弁
）
で
あ
る
が
、
相
談
の
段
階
で
説
明
し
て
、
相

談
者
が
断
念
し
た
事
例
は
あ
る
か
。 

《
市
長
》
制
度
の
概
要
の
照
会
が
大
半
で
あ
る
。
世
帯
の

中
の
特
定
の
個
人
と
か
、
支
給
額
と
想
定
額
の
乖
離
な

ど
、
制
度
上
の
制
約
で
断
念
さ
れ
る
事
例
も
あ
る
。 

【
代
表
質
問
】

政
策
の
立
案
・
執
行
に

市
民
の
意
見
を 

長
澤 

み
つ
る 

 
 
 

 

 

【
質
問
を
終
え
て
】 

 

初
め
て
「
代
表
質
問
」
に
立
ち
、
２
年
前
の
最
初

の
質
問
よ
り
緊
張
し
ま
し
た
。「
環
境
先
進
都
市
」
を

め
ざ
す
本
市
の
施
策
は
、
な
お
数
々
の
課
題
が
あ
り

ま
す
。
議
会
で
議
論
し
て
き
て
思
う
の
は
、
桂
川
市

政
の
印
象
を
ひ
と
こ
と
で
言
え
ば
「
柔
軟
な
民
間
活

力
誘
導
の
市
政
」
で
し
ょ
う
か
。
対
峙
す
る
我
々
の

責
務
は
重
大
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。 
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